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１．平成 27年度事業報告 

 

（１）調査事業 

全役員および過去の支給対象者の人脈を活用して、支援、助成の対象となるさ

まざまな個人、団体を発掘した。 

 

（２）支援、助成事業 

以下の合計 35 の団体または個人に対し、助成金を支給した（昨年度比 8

件増）。なお、支給対象者の実績については、別紙ご参照。 

 

【第 1四半期】 

１．支給対象者  おぐちこどもクリニック 

         ヨコハマ・プロジェクト 

         石上 志保 

  研究等の課題 ダウン症候群のある人についての最新かつ正しい情報を掲載した冊子

の作成 

 

２．支給対象者  京都大学大学院人間・環境学研究科 

         博士課程 

         阿久根 晋 

  研究等の課題 "17 世紀中期におけるイエズス会日本管区布教史の成立背景 

         ―ユーラシアの東西を往復した宣教師の活動と著述から―" 

 

３．支給対象者  特定非営利活動法人 芸術家の村 

  研究等の課題 社会問題の解決に取り組める「場」の提供・運営について 

 

４．支給対象者  専修大学 

         非常勤講師 

         小川 都 

  研究等の課題 "外国人留学生のための日本語教育の一研究 

         －「一般日本事情」の教材作りのための学習内容に関する調査" 

 

５．支給対象者  LAND FES 

  研究等の課題 音楽とコンテンポラリーダンスによるライブセッションイベント「ラ

ンドフェス」 
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６．支給対象者  聖路加国際大学大学院 

         博士前期課程 2年 

         佐藤 繭子 

  研究等の課題 青年期女性の自己対象化とライフコースを見通した健康行動との関連 

 

【第 2四半期】 

１．支給対象者  NPO法人被災地支援団体あおぞらん 

  研究等の課題 被災地におけるコミュニティの再構築について 

         ―福島県・宮城県の応急仮設住宅を事例に― 

 

２．支給対象者  京都大学大学院 人間・環境学研究科 

         後期博士課程二回 

         福田 安佐子 

  研究等の課題 ポストヒューマニズムの時代における芸術 

 

３．支給対象者  一橋大学大学院社会学研究科 

         博士後期課程院生 

         小阪 裕城 

  研究等の課題 第二次世界大戦直後の国連と「人権」をめぐる国際史 

         外交史と社会運動史を架橋した多主体間政治史としての国連史を目指

して 

 

４．支給対象者  早稲田大学 

         グローバルエデュケーションセンター 

         崔紗華 

  研究等の課題 朝鮮人学校問題から考える歴史の和解 

         ―対日講和条約発効後に注目して― 

 

５．支給対象者  総合研究大学院大学 

         文化科学研究科 比較文化学専攻 

         星野 麗子 

  研究等の課題 人類学的研究における観光モデルの提案 

         ――中国の二つの客家地域を例に―― 
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【第 3四半期】 

１．支給対象者  NPO法人 地域リハビリ生活協会 

  研究等の課題 NPO法人が運用する地域包括ケアに寄与する地域リハビリテーション

システムの確立 

 

２．支給対象者  早稲田大学現代中国研究所 

         研究助手 

         吉川純恵 

  研究等の課題 中国アジア周辺外交の政策決定における地方政府 

 

３．支給対象者  福島県立医科大学災害医療支援講座 

         特任准教授 

         本多通孝 

  研究等の課題 地域医療データベース構築のための入力支援アプリケーションの開発 

 

４．支給対象者  言語障がい者支援の会「ことばの会」 

  研究等の課題 「呼びかけ」教材作成事業 

 

５．支給対象者  NPO法人 利尻ふる里・島づくりセンター 

  研究等の課題 海藻押し葉展覧会 in札幌の開催 

 

６．支給対象者  筑波大学大学院人文社会科学研究科 

         国際地域研究専攻 2年 

         佐々木優香 

  研究等の課題 移民の社会統合における教育現場のあり方に関する研究 

         ―日本とドイツの教育制度の比較をもとに― 

 

７．支給対象者  ニューヨーク市立大学大学院センター社会学研究科 

         博士候補生 

         柴田寛之 

  研究等の課題 移民のトランスナショナルな繋がりの長期的変動：日系ブラジル人の

100年の歴史制度分析 

 

８．支給対象者  染色作家 

         榎本多賀 

  研究等の課題 型染めによる着物制作とその展開についての研究及び成果発表 
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９．支給対象者  弘前囲碁まちづくり実行委員会 

  研究等の課題 社会人向け囲碁入門環境整備事業 

 

１０．支給対象者  専修大学文学研究科日本語日本文学専攻 

          博士後期課程一年生 

          邢天竹 

   研究等の課題 中国北方方言の韻律的特徴と日本語学習への転移 

          ―北京方言と東北方言を母語とする学習者について― 

 

１１．支給対象者  EDAYA 

   研究等の課題 フィリピン・山岳先住民族カリンガの竹楽器とその音楽の実態調査

と現地での継承・普及 

 

１２．支給対象者  Child First Lab 

   研究等の課題 虐待予防のためのペアレントトレーニングのメタ解析とそれに基づ

いたインフォグラフィックスの開発 

          －保護者の養育不安の軽減と子どもの問題行動の改善に注目して－ 

 

１３．支給対象者  京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻 社会疫学分野 

          博士後期課程 2年 

          本多由起子 

   研究等の課題 保護者の孤立が子どもの発達に与える影響 

 

【第 4四半期】 

１．支給対象者  あけぼの綜合事務所 

         特許技術者 

         田上晃庸 

  研究等の課題 謙虚な気持ちの大切さを問うこと 

 

２．支給対象者  国立精神・神経医療研究センター 

         流動研究員 

         臼田 謙太郎 

  研究等の課題 妊娠中のうつ病のスクリーニングに関する研究 
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３．支給対象者  特定非営利活動法人働く者のメンタルヘルス相談室 

  研究等の課題 まさかの時にどうするか。闘病記の知恵を収集、分析し、明るく困難

に立ち向かうための処方箋「闘病記に学ぶまさかの時の知恵」を作成。

「制度活用マニュアル」と併せて配布。 

 

４．支給対象者  東京藝術大学大学院 

         研究生 

         黒澤 由里 

  研究等の課題 メルロ・ポンティにおける窪みの現象学 

         ―日常性のなかでの芸術体験・経験の側面から紐解きつつ、実践の場

を対話のなかに見出してみる― 

 

５．支給対象者  いのちのがっこう 

  研究等の課題 温故知新。ベトナムの少数民族に見られる、衣服を自給する文化を調

査し、人と地球に優しい衣生活のあり方を普及する。 

 

６．支給対象者  東京大学 大学院 

         学際情報学 学際情報学専攻 先端表現情報学コース 博士課程 1年 

         福田 優一 

  研究等の課題 数学・読解・科学の学力に影響を与える要因の国際間分析及び学力向

上に寄与する ICTを用いた未来型教育の開発 

 

７．支給対象者  かながわ外国人すまいサポートセンター 

  研究等の課題 外国籍住民及び外国につながる住民の入居と生活支援事業拡充 

 

８．支給対象者  早稲田大学大学院 

         博士後期課程 

         川口 かしみ 

  研究等の課題 憲法上の平等規定と間接差別禁止の関係―最高裁夫婦別氏訴訟の検討

から― 

 

９．支給対象者  聖路加国際大学大学院看護学研究科看護情報学 

         大学院生（博士前期課程 2年） 

         濵田 亜矢子 

  研究等の課題 ホルモン補充療法（HRT）意思決定支援ガイドの開発と評価 
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１０．支給対象者 国立成育医療研究センター研究所 

         社会医学研究部長 

         藤原武男 

  研究等の課題 妊娠届を活用した虐待ハイリスク群の把握及び支援に関する実態調査 

 

１１．支給対象者 京都大学大学院人間・環境学研究科 

         博士後期課程 

         島村 幸忠 

  研究等の課題 椿椿山と文人煎茶―西日本の文人たちとの比較を通じて― 

 

（３）情報提供事業 

財団ホームページにおいて、支援、助成対象者の提出する成果報告書を逐

次掲載するとともに、「事務局だより」を写真等のビジュアルを含めて定

期的に更新した。 

 

２．その他の事項  

 

（１）会議の開催 

   ①理事会 

    ・第 1回：平成 27年 5月 23日（土）  

     ＜議事事項＞ 

     第１号議案 平成 26年度事業報告について：可決 

     第２号議案 平成 26年度決算報告について：可決 

 

    ・第 2回：平成 27年 11月 14日（土） 

     ＜議事事項＞ 

     なし 

 

    ・第 3回：平成 28年 3月 12日（土） 

     ＜議事事項＞ 

     第１号議案 平成 28年度事業計画について：可決 

     第２号議案 平成 28年度収支予算について：可決 

 

   ②評議員会 

    ・第 1回：平成 27年 5月 23日（土）  
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     ＜議事事項＞ 

     第１号議案 平成 26年度事業報告について：可決 

     第２号議案 平成 26年度決算報告について：可決 

     第３号議案 理事及び監事の改選について：可決 

     第４号議案 代表理事選定について：可決 

 

    ・第 2回：平成 27年 11月 14日（土） 

     ＜議事事項＞ 

     なし 

 

以 上 
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【参考事項】 

 

１．役員等及び職員に関する事項 

 

（１）構成（平成 28年 3月 31日現在） 

   ①理  事：3名（うち理事長 1名） 

   ②監  事：1名 

   ③評 議 員：4名 

   ④専門委員：2名 

   ⑤事 務 局：2名  

 

（２）異動 

   ・該当なし 

 

２．役員会等に関する事項 

 

（１）理事会 

   ①第 1回：平成 27年 5月 23日（土） 

   ②第 2回：平成 27年 11月 14日（土） 

   ③第 3回：平成 28年 3月 12日（土） 

 

（２）評議員会 

   ①第 1回理事会：平成 27年 5月 23日（土） 

   ②第 2回理事会：平成 27年 11月 14日（土） 

 

３．認定・認可及び承認に関する事項 

   ・該当なし 

 

４．契約に関する事項 

   ・該当なし 

 

５．その他特記事項 

   ・該当なし 

 

以 上 


